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象
者　
小
学
校
６
年
生
～
高
校
１
年
生
に
相
当
す
る
年
齢
の
女
子

※
標
準
的
な
接
種
年
齢
は
、
中
学
校
１
年
生
相
当
の
年
齢
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
平
成
９
年
度
か
ら
平
成
17
年
度
生
ま
れ
の
女
子
も
無
料
で
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。（
接
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期
間
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令
和
４
年
４
月
～
令
和
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年
３
月
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